
6月号

2011

Vol.100

ホームページＵＲホームページＵＲＬＬ http://www.jataisetu.or.jp/

˒月号࿒ষ

豊穣の秋を期待し、一斉に田植え作業始ま豊穣の秋を期待し、一斉に田植え作業始まるる
鷹栖地区 高橋雄二さ鷹栖地区 高橋雄二さんん

第８回通常総代会で議長団を務め第８回通常総代会で議長団を務めるる
東鷹栖地区 大田雅一郎さん（左）、鷹栖地区 加藤敏昭さん（右東鷹栖地区 大田雅一郎さん（左）、鷹栖地区 加藤敏昭さん（右））

田んぼアートデザイン決定許

第８回通常総代会開催距鋸漁

たいせつＨＯＴニュース禦魚

「ゆめぴりか」主産地確率に向けて栽培講習会開催

第40回上川ホルスタインショウ開催

農業再生協議会設立

たいせつなここがポイント（水稲・畑作編）亨享

たいせつインフォメーション京

農産物直売所情報

メカニックセンターからのお知らせ

理事会、監事会からのご報告供

たいせつ農業協同組合機構図侠

webmaster
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た
い
せ
つ
農
協
第
８
回
通
常
総
代
会

を
平
成　

年
４
月　

日
午
後
１
時
よ
り

23

22

た
か
す
メ
ロ
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル
に
於
い
て

総
代
・
来
賓
各
位
多
数
の
ご
出
席
を
戴

き
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
こ
の
た
び
の
東
北
地
方

太
平
洋
沖
地
震
で
被
災
さ
れ
亡
く
な
ら

れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
祈
り
黙�
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
次
に
、
大
西
筆
頭
理
事

の
音
頭
に
よ
り
出
席
者
全
員
で
Ｊ
Ａ
綱

領
の
唱
和
を
致
し
ま
し
た
。
柿
林
代
表

理
事
組
合
長
よ
り
開
会
の
挨
拶
が
な
さ

れ
、
続
い
て
ご
来
賓
を
代
表
し
て
鷹
栖

町
副
町
長
鹿
野
正
巳
様
、
旭
川
市
農
政

部
長
中
尾
信
一
様
、
系
統
連
合
会
を

代
表
し
て
Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連
旭
川

支
所
長　

十
河
徹
様
よ
り
ご
祝
辞

を
頂
戴
致
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
議
長
団
の
選
出
で
は
、

東
鷹
栖
地
区
よ
り　

区
農
事
組
合

40

大
田
雅
一
郎
さ
ん
、
鷹
栖
地
区
よ
り

成
和
町
内
会
加
藤
敏
昭
さ
ん
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。
議
長
団
の
就
任

挨
拶
の
後
、
総
代
会
へ
の
出
席
人
数

の
報
告
が
な
さ
れ
、
総
代
定
数
３
３

９
名
中
、
実
出
席
総
代
数
２
３
２

名
、
代
理
議
決
数　

名
、
書
面
議
決

19

数　

名
で
本
総
代
会
が
成
立
す
る

26
事
を
告
げ
議
事
に
入
り
、
決
算
報

告
、
平
成　

年
度
第
８
事
業
年
度
事

22

業
報
告
、
剰
余
金
処
分
案
、
平
成　
23

年
度
事
業
計
画
案
、
決
算
報
告
と
８

議
案
並
び
に
報
告
事
項
２
件
に
つ

い
て
上
程
さ
れ
、
満
場
の
賛
成
で
全

議
案
に
つ
い
て
原
案
通
り
可
決
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
総
代
会
で
は
、
ご
意
見
や

ご
要
望
が
出
さ
れ
、
そ
の

中
で
も
①
事
業
分
量
配
当

金
と
出
資
配
当
金
の
考
え

方
②
将
来
担
い
手
が
減
っ

た
時
の
農
協
の
体
制
③
今

後
の
農
協
内
部
の
合
理
化

に
つ
い
て
④
固
定
資
産
取

得
へ
の
要
望
な
ど
、
今
後

の
事
業
運
営
に
向
け
た
建

設
的
な
質
疑
が
な
さ
れ
柿

林
代
表
理
事
組
合
長
よ
り

答
弁
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加

断
固
阻
止
に
関
す
る
特
別

決
議
（
案
）
」
が
松
田
直

人
青
年
部
長
に
よ
り
読
み

上
げ
ら
れ
、
満
場
の
賛
成

に
よ
り
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
議
事
終
了
の
後
、
最

後
に
松
原
代
表
理
事
専
務

の
閉
会
挨
拶
が
あ
り
、
午

後
３
時
５
分
閉
会
致
し
ま
し
た
。

　

総
代
の
皆
様
に
は
、
農
繁
期
大
変
お

忙
し
い
と
こ
ろ
ご
出
席
賜
り
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
今
後
の
農
協
運
営
に
つ

き
ま
し
て
は
、
農
協
事
業
懇
談
会
や
総

代
会
で
出
さ
れ
ま
し
た
ご
意
見
を
基
に

役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
努
力
し
て
参
り

ま
す
の
で
、
組
合
員
皆
様
の
尚
一
層
の

深
い
ご
理
解
と
ご
利
用
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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組
合
員
総
代
の
皆
様
に
は
、
時
節
柄

大
変
お
忙
し
い
中
、
本
総
代
会
に
御
出

席
を
頂
き
厚
く
御
礼
と
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
御
来
賓
の
皆
様
方
に

は
、
日
頃
よ
り
御
指
導
・
御
協
力
を
賜

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
本
日

御
多
忙
の
中
、
御
臨
席
を
賜
り
重
ね
て

御
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。

　

最
初
に
、
去
る
３
月　

日
午
後
２
時

11

　

分
東
北
地
方
沖
合
で
発
生
し
た
東
日

46本
大
震
災
で
多
く
の
尊
い
人
命
が
失
わ

れ
、
地
域
の
崩
壊
の
危
機
に
直
面
し
て

い
る
地
区
が
あ
る
事
に
対
し
て
、
心
か

ら
深
く
哀
悼
の
意
を
表
し
、
一
日
も
早

い
復
興
を
願
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。
ま

た
、
同
時
に
発
生
し
た
福
島
第
一
原
発

事
故
で
は
食
品
衛
生
法
の
暫
定
基
準
値

を
上
回
る
放
射
性
物
質
を
大
気
と
海
中

に
放
出
し
、
放
射
性
物
質
の
直

接
汚
染
と
風
評
被
害
は
地
元
市

町
村
ば
か
り
で
な
く
、
近
隣
各

県
ま
で
及
ぶ
野
菜
を
は
じ
め
と

す
る
農
水
産
物
の
生
産
販
売
に

大
き
な
影
響
を
与
え
て
お
り
、

農
業
者
と
し
て
被
害
の
拡
大
と

今
後
の
成
り
行
き
を
大
変
危
惧

し
て
い
る
処
で
ご
ざ
い
ま
す
。

た
い
せ
つ
農
協
と
し
ま
し
て
も

地
域
の
生
活
を
守
る
協
同
組
合

組
織
と
し
て
、
東
北
地
方
の
被

災
者
支
援
の
為
、
旭
川
市
通
じ

て
の
救
援
物
資
の
提
供
と
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
北
海
道
の
一
員
と
し

て
組
合
員
協
力
の
も
と
支
援
募

金
活
動
を
展
開
し
、
約
１
８
０
万
円
の

募
金
を
募
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
趣
旨

に
賛
同
し
御
協
力
を
頂
い
た
組
合
員
の

皆
様
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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昨
年
の
農
業
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

春
先
３
月
か
ら
４
月
に
か
け
て
は
低
気

圧
や
気
圧
の
谷
の
影
響
を
受
け
気
温
の

低
い
日
が
続
き
融
雪
が
遅
れ
、
更
に
は

３
月　

日
、
発
達
し
た
低
気
圧
の
影
響

21

で
最
大
瞬
間
風
速　

・
１
メ
ー
ト
ル
の

34

暴
風
で
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
等
が
大
き
な

被
害
を
受
け
た
こ
と
も
あ
り
、
播
種
作

業
が
一
週
間
程
度
遅
れ
て
始
ま
り
ま
し

た
。
移
植
直
後
の
６
月
上
旬
の
低
温
に

よ
り
一
部
植
え
痛
み
が
見
ら
れ
る
圃
場

も
あ
っ
た
も
の
の
６
月
中
旬
以
降
好
天

に
恵
ま
れ
、
生
育
も
平
年
を
上
回
る
程

の
経
過
を
た
ど
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

生
育
期
後
半
は
過
去
に
あ
ま
り
経
験
し

た
こ
と
の
無
い
高
温
と
局
地
的
集
中
豪

雨
な
ど
の
異
常
気
象
の
影
響
で
、
最
終

的
に
上
川
の
「
米
」
の
作
況
指
数
は　
97

と
や
や
不
良
と
言
う
結
果
と
な
り
、
品

質
的
に
も
「
高
温
障
害
」
に
よ
る
腹
白

・
心
白
と
高
タ
ン
パ
ク
米
が
発
生
し
、

一
等
米
作
り
に
は
大
変
苦
労
し
た
年
で

あ
り
ま
し
た
が
、
た
い
せ
つ
農
協
管
内

に
お
い
て
は
、
ほ
ぼ
平
年
並
み
の
収
量

・
品
質
を
確
保
出
来
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

一
昨
年
、
期
待
さ
れ
な
が
ら
北
海
道

の
新
た
な
高
級
ブ
ラ
ン
ド
米
と
し
て
デ

ビ
ュ
ー
出
来
な
か
っ
た
「
ゆ
め
ぴ
り

か
」
で
す
が
、
昨
年
も
タ
ン
パ
ク
は
総

じ
て
高
い
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、
も

う
一
方
の
食
味
基
準
の
ア
ミ
ロ
ー
ス
が

低
く
、
大
規
模
な
食
味
評
価
試
験
結
果

を
踏
ま
え
、
本
来
の
「
ゆ
め
ぴ
り
か
」

の
食
味
を
有
す
る
と
の
判
断
と
穀
物
検

定
協
会
の
特
Ａ
と
し
て
の
ラ
ン
ク
付
け

も
あ
り
、
道
内
外
に
向
け
北
海
道
の

「
高
級
ブ
ラ
ン
ド
米
ゆ
め
ぴ
り
か
」
と

し
て
順
調
な
販
売
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
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た
い
せ
つ
農
業
協
同
組
合
平
成　

年
22

第
８
事
業
年
度
は
第
３
次
農
業
振
興
計

画
「
協
調
と
躍
進
」
の
中
間
年
に
あ
た

り
４
つ
の
具
体
的
基
本
方
針
「
地
域
農

業
基
盤
の
育
成
」
「
農
業
支
援
体
制
の

充
実
」
「
農
業
所
得
向
上
対
策
」
「
農

村
空
間
の
利
用
」
の
実
践
に
向
け
、
組

合
員
の
皆
様
と
の
連
携
を
密
に
し
、
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
の
事
業
実
績
に
つ
い
て

22

で
す
が
、
販
売
事
業
で
は
農
畜
産
物
販

売
高　

億　

百
万
円
、
内
「
米
」
は　

37

46

30

億　

百
万
円
で
ほ
ぼ
前
年
並
み
で
す

94
が
、
総
集
荷
数
量　

万
７
４
３
俵
は
前

30

年
集
荷
数
量
よ
り
５
万
４
０
０
０
俵
余

り
多
い
に
も
拘
わ
ら
ず
販
売
額
が
ほ
ぼ

同
額
と
い
う
こ
と
は
、
昨
年
産
米
の
１

月
末
ま
で
の
販
売
支
払
額
が
全
国
的
な

過
剰
基
調
の
需
給
環
境
の
中
で
大
幅
に

米
価
が
下
落
し
て
い
た
こ
と
が
原
因
と

し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
ん
な
米
の
需

給
環
境
に
あ
っ
て
、
「
米
農
協
」
た
い

せ
つ
農
協
と
し
て
も
産
地
指
定
先
と
の

播
種
前
契
約
等
に
積
極
的
に
取
り
組
み

「
販
売
の
有
利
性
」
を
創
出
す
る
た
め

に
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
・
ラ
イ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
の
利
用
の
籾
出
荷
を
推
進
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
組
合
員
皆
様
の
御
理
解

に
よ
り　

・
６
％
の
籾
出
荷
率
を
確
保

60

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

野
菜
に
つ
い
て
は
高
齢
化
に
よ
る
作

付
面
積
の
減
少
か
ら
年
々
販
売
額
が
減

少
し
３
億　

百
万
円
、
畜
産
に
つ
い
て

13

は
三
億　

百
万
円
と
若
干
前
年
を
上
回

39

る
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　

金
融
事
業
に
つ
い
て
は
、
国
内
経
済

全
体
が
緩
や
か
な
景
気
回
復
基
調
に
あ

�������	
�����

�������	�������	
������������



����．����

る
も
の
の
、
急
激
な
円
高
や
高
い
失
業

率
が
継
続
し
て
お
り
、
地
域
経
済
は
一

層
深
刻
な
状
況
が
続
い
て
い
る
中
、
貯

金
に
つ
い
て
は
計
画
対
比　

百
万
円
微

26

増
の
期
末
残
高
２
５
８
億　

百
万
円
、

80

貸
付
金
に
つ
い
て
は
計
画
対
比　

百
万

43

円
減
の　

億　

百
万
円
で
受
託
資
金
を

40

21

含
む
貸
付
金
総
額
で
も
３
億　

百
万
円

10

減
の　

億　

百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

56

26

　

共
済
事
業
に
つ
い
て
長
期
共
済
保
有

高
は
、
年
々
減
少
し
６
８
５
億
２
百
万

円
で
、
昨
年
４
月
よ
り
発
売
の
「
万
が

一
の
保
障
」
か
ら
生
存
保
障
へ
仕
組
み

改
訂
さ
れ
た
「
新
医
療
共
済
」
に
積
極

的
に
推
進
し
た
結
果
３
０
５
件
で
入
院

日
額
合
計
２
０
６
万
円
余
の
実
績
を
上

げ
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

購
買
事
業
の
生
産
資
材
は
、
取
り
纏

め
を
主
体
に
一
部
庭
先
訪
問
販
売
を
実

施
し
、
春
先
の
暴
風
に
よ
る
ハ
ウ
ス
資

材
の
特
需
も
あ
り
、
合
計
で　

億　

百

11

17

万
円
の
取
扱
高
と
な
り
ま
し
た
。

　

メ
カ
ニ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
部
門
で
は
、

石
油
類
が
年
間
を
通
じ
て
値
上
げ
傾
向

が
続
い
た
為
、
数
量
的
に
は
、
ほ
ぼ
前

年
並
み
で
あ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
取
扱
高

で
は
１
億　

百
万
円
増
の
９
億　

百
万

30

37

円
の
取
扱
高
と
な
り
ま
し
た
。

　

事
業
総
体
的
に
伸
び
悩
む
中
、
組
合

員
皆
様
の
積
極
的
な
利
用
に
対
す
る
御

協
力
と
米
を
は
じ
め
と
す
る
農
産
物
全

量
出
荷
の
御
協
力
の
も
と
、
事
業
管
理

費
等
の
圧
縮
と
各
事
業
部
門
の
費
用
削

減
に
努
め
た
結
果
、
当
期
剰
余
金
と
し

て
５
４
、
９
３
１
千
円
を
計
上
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
改
め
ま
し
て
、
組

合
員
皆
様
の
日
頃
か
ら
の
農
協
に
対
す

る
御
協
力
に
対
し
て
、
心
か
ら
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
近
の
農
業
・
農
協
を
取
り
巻
く
諸

情
勢
に
つ
い
て
は
、
一
昨
年
９
月
、
国

の
「
ふ
る
さ
と
雇
用
特
別
対
策
推
進
事

業
」
で
旭
川
市
の
委
託
事
業
所
と
し
て

た
い
せ
つ
農
協
が
引
き
受
け
た
農
産
物

直
売
所
「
た
い
せ
つ
」
も
女
性
部
が
中

心
と
な
っ
た
「
Ｊ
Ａ
た
い
せ
つ
農
産
物

販
売
協
議
会
」
を
主
体
に
積
極
的
に
地

域
の
安
全
・
安
心
な
農
畜
産
物
を
直
接

消
費
者
に
届
け
る
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

と
し
て
活
動
し
て
２
年
が
経
過
し
、
販

売
額
約　

百
万
円
で
目
標
金
額
に
は
ま

20

だ
届
い
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
今
年
度
を

も
っ
て
事
業
が
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、

来
年
以
降
の
継
続
に
つ
い
て
は
体
制
を

含
め
て
旭
川
市
と
協
議
の
上
、
慎
重
に

検
討
し
て
参
り
ま
す
。

　

「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
」
事
業
も
今
年
で

６
年
目
を
迎
え
ま
す
。
昨
年
、
地
域
関

係
団
体
の
協
力
の
も
と
「
Ｊ
Ａ
た
い
せ

つ
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
実
行
委
員
会
」
を
設

立
し
、
生
産
者
と
消
費
者
の
直
接
の
触

れ
合
い
の
場
と
し
て
の
「
田
ん
ぼ
ア
ー

ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
開
催
に
も
積

極
的
に
取
り
組
み
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
併
せ
て
、
「
Ｊ
Ａ
た
い
せ
つ
地
域

グ
リ
ー
ン
ハ
ー
ト
協
議
会
」
で
は
都
市

と
農
村
と
の
交
流
や
食
育
・
農
業
体
験

を
目
的
と
し
た
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
事
業
で
、
平
成　

年
か
ら
延
べ
３
１

19

６
戸
の
組
合
員
が
道
内
外
の
中
学
・
高

校　

校
１
１
７
７
名 
の
生
徒
を
受
け

13
入
れ
、
農
作
業
体
験
を
通
し
て
農
村
・

農
業
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
共
に
Ｊ
Ａ

た
い
せ
つ
地
域
が
安
全
・
安
心
な
農
産

物
の
生
産
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
く
れ
る

も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

　

平
成　

年
度
事
業
に
つ
き
ま
し
て

23

は
、
昨
年
モ
デ
ル
的
に
始
ま
っ
た
農
業

者
戸
別
所
得
補
償
制
度
が
畑
作
物
の
所

得
補
償
を
含
め
て
本
格
的
に
実
施
さ
れ

ま
す
。
Ｊ
Ａ
た
い
せ
つ
水
田
農
業
推
進

協
議
会
と
の
連
携
を
図
り
、
生
産
数
量

目
標
の
配
分
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て

畑
作
物
の
生
産
性
向
上
、
地
域
振
興
作

物
の
取
り
組
み
支
援
の
為
の
産
地
資
金

の
活
用
方
法
、
加
工
用
米
飼
料
用
米
、

政
府
備
蓄
米
の
対
応
等
に
つ
い
て
積
極

的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

水
稲
作
付
面
積
は
主
食
米
生
産
面
積

で
３
６
０
７　

、
加
工
用
米
・
政
府
備

ha

蓄
米
面
積
１
３
３　

の
合
計
水
張
面
積

ha

３
７
４
０　

を
計
画
し
、
安
全
安
心
な

ha

良
質
米
の
生
産
に
心
掛
け
「
信
頼
さ
れ

る
米
産
地
の
実
現
」
と
更
な
る
産
地
指

定
の
拡
充
を
図
り
有
利
販
売
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
北
海
道
の
ト
ッ

プ
ブ
ラ
ン
ド
米
「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
に
つ

い
て
は
、
昨
年
の
倍
の
面
積
５
１
５　
ha

の
配
分
を
受
け
、
本
年
に
つ
い
て
も
昨

年
同
様
『
あ
さ
ひ
か
わ
「
ゆ
め
ぴ
り

か
」
生
産
振
興
会
』
の
取
り
組
み
の
も

と
、
『
Ｊ
Ａ
た
い
せ
つ
「
稲
穂
の
里
」

協
議
会
』
で
主
体
的
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
の
で
Ｊ
Ａ
た
い
せ
つ
地
域
が
北

海
道
の
「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
の
主
産
地
と

し
て
確
立
さ
せ
る
た
め
に
も
生
産
者
皆

様
の
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

本
年
の
農
畜
産
物
の
取
扱
計
画
は　
40

億　

百
万
円
と
し
、
経
済
情
勢
相
当
厳

34
し
い
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
経
費
節
減

等
に
努
め
当
期
剰
余
金
２
０
、
５
０
２

千
円
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す

の
で
、
長
引
く
金
融
不
況
に
よ
る
景
気

低
迷
や
国
内
農
業
は
大
き
な
転
換
期
を

迎
え
て
お
り
、
農
業
・
農
協
を
取
り
巻

く
情
勢
も
厳
し
さ
を
増
し
て
い
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
役
職
員
一
体
と

な
っ
て
そ
の
対
応
に
当
た
っ
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
組
合
員

皆
様
の
農
協
全
利
用
と
限
り
な
い
御
支

援
と
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
本
日
の
総
代
会

提
出
議
案
８
件
、
報
告
事
項
２
件
に
つ

き
ま
し
て
は
、
先
般
の
農
協
事
業
懇
談

会
で
御
説
明
さ
せ
て
頂
い
た
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
十
分
な
る
審
議
の

上
、
御
承
認
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
本
日
の
総
代
会
に
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ

交
渉
参
加
断
固
阻
止
に
関
す
る
特
別
決

議
（
案
）
」
を
提
案
し
ま
す
の
で
、
参

加
者
全
員
一
致
、
ご
承
認
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
開
会
の
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。
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「ゆめぴりか」主産地確立に向けて

栽培講習会開催
４月25日、ＪＡたいせつ本所及び鷹栖支所大会議室にて、「稲穂の里」協議会主催による「ゆめぴりか」栽

培講習会が開かれました。

一昨年より作付けが始まった「ゆめぴりか」も今年で３年目を迎え、準試験栽培最終年となる今年の「ゆ

めぴりか」の作付については、全道で10,000haが予定されています。

その作付面積配分については、これまでのゆめぴりかの低タンパク米・一等米出荷実績に応じた配分と

なっており、ＪＡたいせつの「ゆめぴりか」作付けにつきましても、「稲穂の里」協議会の取り進めのもと品

質基準の達成に向けて、本年は201戸の方々で約500haを作付します。

今後、ＪＡたいせつが「ゆめぴりか」の主産地となる為にも、しっかりと収穫・出荷出来ないと明年以降

の面積拡大は実現出来ないことから、今年もしっかりと確実に需要に応えることが重要となります。

講習会では、「ゆめぴりか」の作付生産者を対象に、上川農業改良普及センター田川係長と武澤専門普及

指導員を講師に招き、「ゆめぴりか」の品種特性と基準品生産に向けた栽培技術や注意点などについてわ

かりやすく説明があり、参加された方々からは熱心な質疑が繰り広げられ盛況のうちに終了しました。

第40回上川ホルスタインショウ開催

４月29日、ホクレン北海道中央家畜市場（旭川市東鷹栖）において、第40回上川ホルスタインショウが開

かれました。

小雨が降り続き、急きょ屋内審査での開催となりましたが、昨年の国内における口蹄疫発生により開催

自粛となったことから２年ぶりの開催となり、上川管内から約60頭が出品され、ＪＡたいせつからも東鷹

栖27－１藤沢竹男さんと同45区加藤孝志さんより計12頭が出品されそれぞれ日頃の自牧場の乳牛改良の

成果を競いました。

その中において、グランドチャンピオン並びにリザーブグランドチャンピオンを45区加藤孝志さん出

品牛が獲得するなど輝かしい成績を収められ、その後の昼食会でも管内酪農家同士で情勢や改良につい

ての情報交換や懇親を深めました。
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農業再生協議会 設農業再生協議会 設立立

農農業業再再生生協協議議会会 設設立立
平成23年度において農業者戸別所得補償制度の本格実施にともない、農業経営の改善、自給率の向上

を目指すために、作物を作る担い手の問題、農地の問題を合わせて議論し方向付けを見出すため、都道

府県及び市町村段階において「農業再生協議会」を新設し、米だけではなく、麦、大豆等の畑作物を含

めた生産数量目標の検討、生産振興等を行うことになりました。

つきましては、5月19日に旭川市農業センターにおいて旭川市・鷹栖町とも同日にて農業再生協議会

の設立総会が開催され、農業者戸別所得補償制度の推進及び制度を円滑に実施するため行政と農業者団

体等の連携体制の構築に向けて実施して参ります。

〔旭川市農業再生協議会 役員〕

所属機関・団体及び役職名氏 名役員名

旭川市長西川 将人会 長

ＪＡあさひかわ水田農業推進連絡協議会会長

あさひかわ農業協同組合代表理事組合長
山本 隆一

副会長

ＪＡたいせつ地域水田農業推進協議会会長

たいせつ農業協同組合代表理事組合長
柿林 孝志

東旭川農協水田農業推進協議会会長

東旭川農業協同組合代表理事組合長
小山 光昭

西神楽水田農業推進協議会会長

東神楽農業協同組合代表理事組合長
金屋 裕久

上川中央農業共済組合組合長理事市田 敏行
監 事

旭川市内土地改良区連絡協議会会長前田 時男

〔鷹栖町農業再生協議会〕

所属機関・団体及び役職名氏 名役員名

鷹栖町長助安 嘉和会 長

ＪＡあさひかわ水田農業推進連絡協議会会長

あさひかわ農業協同組合代表理事組合長
山本 隆一

副会長
ＪＡたいせつ地域水田農業推進協議会会長

たいせつ農業協同組合代表理事組合長
柿林 孝志

大雪土地改良区理事長伊林 正
監 事

上川中央農業共済組合理事畑山 一郁

・市内農地利用円滑化団体

・旭川市担い手総合支援協議会

・市内ＪＡ、方針作成者

・農業委員会、土地改良区

上川中央農業共済他団体

○事務局 旭川市農政部農業振興課

旭川市

旭川市農業再生協議会

・町内農地利用円滑化団体

・鷹栖町担い手総合支援協議会

・町内ＪＡ、方針作成者

・農業委員会、土地改良区

上川中央農業共済他団体

○事務局 鷹栖町産業振興課

鷹栖町

鷹栖町農業再生協議会

ＪＡたいせつ地域水田農業推進協議会

〔構成図〕
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敢
日
中
は
止
め
水
で
水
温
上
昇

水
田
は
、
水
温
を
上
げ
な
い
と
地

温
も
上
が
り
ま
せ
ん
。
日
中
は
止
め

水
と
し
、
水
温
上
昇
を
図
り
、
入
水

は
早
朝
も
し
く
は
夜
間
に
実
施
し
、

恒
常
的
な
掛
け
流
し
は
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

柑
分
げ
つ
を
促
進
す
る
水
深

晴
天
が
続
く
時
は
、
平
均
水
深
２

～
３

の
浅
水
管
理
を
行
い
、
水
温

cm

を
高
め
ま
し
ょ
う
。

天
気
予
報
に
よ
り
低
温
が
予
想
さ

れ
る
場
合（
最
高
気
温

℃

以
下
）

15

は
、
事
前
に
深
水
に
移
行
し
ま
し
ょ

う
。（
草
丈
の
３
／
４
程
度
）（
図
１
）

水

稲

予
想
さ
れ
る
向
こ
う
３
か
月
の
天

候
は
、
平
年
に
比
べ
て
気
温
・
降
水

量
と
も
に
平
年
並
み
と
予
報
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
昨
年
の
反
省
点

を
踏
ま
え
な
が
ら
適
切
な
水
管
理

を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
！

①
早
期
茎
数
確
保
の
水
管
理

分
げ
つ
限
界
水
温
は

℃
、
分
げ

15

つ
発
生
の
適
水
温
は

℃

～

℃

16

30

と
広
範
囲
で
す
が
、

℃

程
度
で
分

23

げ
つ
の
発
生
が
最
も
多
く
な
り
ま

す
。水

深
測
定
板
で
１
日
１
回
き
め
細

か
な
水
管
理
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

（
写
真
１
）

たいせつなな
ここが

ポイイント！
（水稲・畑作編）

②
土
壌
還
元
（
ワ
キ
）
の
防
止
対
策

稲
わ
ら
す
き
込
み
田
で
は
、
水
温

・
地
温
が

℃

を
超
え
て
く
る
と

20

還
元
が
現
れ
る
の
で
、
田
面
水
の
入

れ
替
え
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
土
壌
還

元
の
激
し
い
水
田
で
は
、
晴
天
日
を

選
ん
で
中
干
し
と
併
せ
て
溝
き
り
を

行
い
、
田
面
に
大
き
な
亀
裂
を
生
じ

さ
せ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。尚

、
土
壌
還
元
対
策
は
幼
穂
形
成

期
ま
で
に
終
わ
ら
せ
ま
し
ょ
う

③
「
い
も
ち
病
」
対
策

昨
年
、
い
も
ち
病
が
発
生
し
た
圃
場

や
「
ほ
し
の
ゆ
め
」
作
付
け
圃
場

な
ど
、
い
も
ち
病
の
発
生
が
心
配

さ
れ
る
圃
場
で
は
、
水
面
施
用
剤

で
早
め
の
防
除
を
実
施
し
て
下
さ

い
。
・
・
・
（
表
１
）

④
来
年
の
苗
床
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

春
先
の
ｐ
Ｈ
矯
正
で
は
限
界
が
あ

り
ま
す
の
で
、
こ
の
時
期
に
土
壌
診

断
を
行
い
、
ｐ
Ｈ
を
適
正
値
に
矯
正

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
え
ん

麦
等
の
作
付
け
を
行
い
来
年
に
向
け

て
の
土
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

特
に
、
本
年
燐
酸
過
剰
障
害
が
み
ら

れ
た
ハ
ウ
ス
は
必
ず
秋
に
土
壌
診
断

（
精
密
分
析
）
を
受
け
て
下
さ
い
。

写真1 水深測定板を活用した適正な水管理

図1 水管理の目安

注意事項使用時期
使用量

（10aあたり）
薬剤名

散布後4～5日間は湛
水に保ち落水・かけ
流しはしない。
・施用の目安は幼穂
形成期とする。

６月下旬～

７月上旬

１kg
オリゼメート
1キロ粒剤

50ｇ×10袋
コラトップジ
ャンボ

表１
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畑

作

５
月
は
、
平
年
よ
り
気
温
が
低
い

状
況
が
続
き
、
作
物
の
生
育
が
遅

れ
て
い
る
状
況
で
す
が
適
切
な
肥

培
管
理
で
高
品
質
・
高
収
量
を
確

保
し
ま
し
ょ
う
！

①
秋
播
き
小
麦

敢
止
葉
期
の
分
追
肥

降
雨
が
つ
づ
き
分
追
肥
料
が
な
か

な
か
出
来
な
い
状
況
で
し
た
が
、
粒

重
と
タ
ン
パ
ク
含
有
率
を
高
め
る
た

め
、
生
育
・
葉
色
を
見
て
分
追
肥
を

判
断
し
ま
し
ょ
う
。

特
に
止
葉
期
追
肥
の
効
果
が
最
も

高
く
、
硫
安
を

ａ
あ
た
り

程

10

15
kg

度
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

②
春
播
き
小
麦

敢
初
冬
播
き
栽
培
で
は
、
子
実
タ
ン

パ
ク
含
有
率
が
低
く
な
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

出
穂
期
に
硫
安
を

ａ
あ
た
り

10

程
度
散
布
し
、
高
タ
ン
パ
ク
小

15
kg

麦
を
生
産
し
ま
し
ょ
う
。

柑
慣
行
栽
培
で
は
、
遅
れ
穂
対
策
と

し
て
防
除
時
の
葉
面
散
布
に
よ
る

分
追
肥
が
有
効
で
、
粒
重
と
タ
ン

パ
ク
含
有
率
が
高
ま
り
ま
す
。

※
春
播
き
小
麦（
初
冬
播
き
含
む
）の

尿
素
に
よ
る
追
肥
濃
度
は
２
％（
水

１
０
０
㍑

に
対
し
尿
素
２

）、散

kg

布
量
は

ａ
あ
た
り
１
０
０
㍑

と

10

し
、重
複
散
布
に
な
ら
な
い
よ
う
均

一
散
布
と
す
る
。ま
た
、高
温
時
の

散
布
は「
葉
焼
け
症
状
」が
発
生
し

ま
す
の
で
、夕
方
の
涼
し
い
時
間
帯

に
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

③
病
害
虫
防
除

敢
赤
か
び
病

検
査
時
に
赤
か
び
病
の
子
実
が
一

粒
で
も
あ
れ
ば
規
格
外
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
か
び
毒
の
検
査
（
Ｄ
Ｏ

Ｎ
検
査
）
で
基
準
１
・
１
ｐ
ｐ
ｍ
以

上
あ
れ
ば
規
格
外
と
な
り
ま
す
。

開
花
期
が
最
も
感
染
し
や
す
い
時

期
な
の
で
、
ほ
と
ん
ど
の
穂
が
出
た

と
き
を
１
回
目
薬
剤
散
布
と
し
、
秋

播
き
小
麦
は
２
回
、
春
播
き
小
麦
は

３
回
を
確
実
に
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

・
・
・（
図
２
）

柑
ア
ブ
ラ
ム
シ

１
穂
あ
た
り
７
～

頭
寄
生
す
る

11

と
減
収
し
、品
質
が
低
下
し
ま
す
。出

穂
期
か
ら

日
～

日
後
に
寄
生
密

10

20

度
が
高
ま
る
の
で
、
赤
か
び
病
防
除

と
併
せ
て
徹
底
防
除
し
ま
し
ょ
う
。

④
豆
類中

耕
を
行
い
、
根
の
活
性
化
を
高

め
ま
し
ょ
う
。

豆
類
の
収
量
を
高
め
る
に
は
、
開

花
ま
で
の
初
期
成
育
が
重
要
で
す
。

出
芽
後

日
頃
か
ら
３
回
程
度
行

10

い
ま
す
。

始
め
は
広
く
浅
く
、
徐
々
に
狭
く

深
く
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
着
蕾
以
降
の
中
耕
は
根

を
痛
め
る
の
で
、
開
花
の

日
前
ま

10

で
に
終
了
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

図－２ 病害虫防除体系 （ ）内は10ａ当り薬量

掛

掛 掛

○春播き（初冬播き含む）小麦 開花始め（出穂揃い）と、開花始め７日後、開花始め14日後の３回

開花始めから14日後開花始めから７日後開花始め（出穂揃い）

赤かび病、赤さび、うどんこ病赤かび病
赤かび病、赤さび病

うどんこ病、
アブラムシ防除

チルト乳剤（ＤＭＩ）
2,000倍(50朱/10ａ）

ベフトップジンＦＬ
1,000倍(100朱/10ａ）

＋
トレボン乳剤

1,000倍(100朱/10ａ）

シルバキュアＦＬ（ＤＭＩ）
2,000倍(50朱/10ａ）

○秋播き小麦 開花始め（出穂揃い）と、開花始めから７日後の２回

開花始めから７日後開花始め（出穂揃い）

赤かび病
赤かび病、赤さび病

アブラムシ防除

ベフトップジンＦＬ
1,000倍(100朱/10ａ）

＋
トレボン乳剤

1,000倍（100朱/10ａ）

シルバキュアＦＬ（ＤＭＩ）
2,000倍（50朱/10ａ）

春小麦は、３回

秋小麦は、２回
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※ご成約の際には、本人確認をさせていただきますので、身分を証明
するもの（免許証など）をご持参願います。

������
　平成23年６月18日（土）
　９：00～16：00
 （農機・自動車）
　　　　　　　19日（日）
　９：00～14：00（農機）
　９：00～16：00（自動車）
������
　旭川競馬場跡
（旭川市神居雨紛５００番地）
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田
ん
ぼ
ア
ー
ト
の
完
成
を
記
念
し
て
、

今
年
の
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る
「
ホ
ッ
キ

ョ
ク
グ
マ
」
に
ち
な
ん
で
、
お
い
し
い

�
ベ
ア
ー
焼
き�
を
販
売
し
ま
す
。

　

ま
た
、
当
日
限
定
の
「
野
土
花
加
工

品
」
も
登
場
！

　

そ
の
ほ
か
、
新
鮮
野
菜
は
も
ち
ろ
ん
、

お
い
し
い�
チ
ョ
コ
パ
フ
ェ�
も
販
売
し

て
い
ま
す
。
カ
ウ
＆
カ
ー
フ
の
ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
を
チ
ョ
コ
ソ
ー
ス
や
コ
ー
ン
フ
レ

ー
ク
と
一
緒
に
食
べ
る
の
も
ま
た
美
味
し

い
で
す
よ
！
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
♪

 　
 �
�
�
�
�
�
�
�
� 

　
　
　

・
ア
ス
パ
ラ

　
　
　

・
き
ゅ
う
り

　
　
　

・
キ
ャ
ベ
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東
鷹
栖
農
連
青
年
部
で
は
６
月　

日
火
曜
日
に
ド
ン
の

14

加
工
を
行
い
ま
す
。

　

前
日
ま
で
に
米
と
ド
ン
を
入
れ
る
袋
を
持
っ
て
、
Ｊ
Ａ

た
い
せ
つ
農
業
振
興
課
で
受
付
を
行
っ
て
下
さ
い
。
料
金

は
米
一
升
四
百
円
で
す
。
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一
、
農
協
事
業
懇
談
会
意
見
集
約
に
つ

い
て平

成
二
十
三
年
三
月
二
十
七
日
か

ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
実
施
致
し
ま

し
た
農
協
事
業
懇
談
会
の
ご
意
見
を

集
約
し
、
そ
の
対
応
策
に
つ
い
て
協

議
し
今
後
の
事
業
運
営
に
反
映
す
る

事
と
致
し
ま
し
た
。

二
、
第
八
回
通
常
総
代
会
対
策
に
つ
い

て
第
七
回
通
常
総
代
会
の
運
営
等
に

つ
い
て
対
応
策
を
協
議
致
し
ま
し

た
。

三
、
平
成
二
十
三
年
度
内
部
監
査
計
画

に
つ
い
て

平
成
二
十
三
年
度
に
於
け
る
内
部

監
査
に
つ
い
て
は
、
監
査
基
本
方
針

に
基
づ
く
監
査
計
画
書
が
示
さ
れ
原

案
通
り
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

四
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
断
固
阻
止
に
関

す
る
特
別
決
議
に
つ
い
て

第
八
回
通
常
総
代
会
に
お
い
て
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
断
固
阻
止
に
関
す

る
特
別
決
議
（
案
）
を
提
案
す
る
こ

平
成
二
十
二
年
四
月
十
五
日
第
十
九

回
理
事
会
で
次
の
案
件
に
つ
い
て
協

議
し
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

失
失失失
失失失
失失失

失失失失
失失失失
失失失失
失失失失
失失失失
失失失失
失失失失
失失失失
失失失失
失失失失
失失失失
失失失
失失失
失失失
失失

理
事
会
か
ら
の
ご
報
告

と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

五
、
震
災
被
災
地
へ
の
義
援
金
に
つ
い

て
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
被
災

地
に
対
し
て
中
央
共
同
募
金
会
に
二

十
万
円
の
募
金
を
す
る
こ
と
が
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

六
、
平
成
二
十
三
年
度
信
用
供
与
等
の

限
度
額
設
定
に
つ
い
て

平
成
二
十
三
年
度
の
各
連
合
会
等

に
対
す
る
信
用
供
与
等
の
限
度
額
に

つ
い
て
原
案
通
り
承
認
決
定
致
し
ま

し
た
。

一
、
平
成
二
十
三
年
度
理
事
報
酬
額
に

つ
い
て

総
代
会
で
承
認
戴
い
た
平
成
二
十

三
年
度
理
事
報
酬
額
に
つ
い
て
、
組

合
長
・
専
務
・
筆
頭
理
事
・
理
事
の

報
酬
に
つ
い
て
協
議
し
決
定
致
し
ま

し
た
。

二
、
役
員
退
職
慰
労
金
の
支
給
に
つ
い

て
役
員
退
職
慰
労
金
の
支
給
に
つ
い

て
、
支
給
方
法
、
支
給
時
期
に
つ
い

て
は
常
勤
に
一
任
す
る
こ
と
が
承
認

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
平
成
二
十
三
年
度
監
事
報
酬
額
に

つ
い
て

総
代
会
で
承
認
戴
い
た
平
成
二
十

三
年
度
監
事
報
酬
額
に
つ
い
て
、
代

表
監
事
・
監
事
・
常
勤
監
事
の
報
酬

額
に
つ
い
て
協
議
し
決
定
さ
れ
ま
し

た
。

失失
失失失
失失失
失失失

失失失失
失失失失
失失失失
失失失失
失失失失
失失失失
失失失失
失失失失
失失失失
失失失失
失失失
失失失
失失失
失失失

監
事
会
か
ら
の
ご
報
告

平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
二
日
第
一

回
監
事
会
で
次
の
案
件
に
つ
い
て
協

議
し
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
二
日
第
一

回
理
事
会
で
次
の
案
件
に
つ
い
て
協

議
し
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

ＦＡＸシステム運用開始について

従来の東鷹栖地区のオフトーク通信システムと
鷹栖地区のＦＡＸシステムを５月31日で廃止し、
新しいＦＡＸ通信システムが６月１日に運用開始
されました。
ＪＡと組合員を結ぶ情報手段として有効活用し

てまいりますので、皆様のご利用宜しくお願い致
します。
尚、運用開始後もこのＦＡＸシステムへの加入

の受付は行いますので、ご希望の方は本所総務課
または鷹栖支所管理金融課までお申込み下さい。

「農の雇用事業」募集のお知らせ

全国農業会議所では、新たに就業希望者を雇用する農業法人等
に対して、研修に要する経費などを助成する「農の雇用事業」の
平成23年度第１回の参加者を募集しております。
〔助成内容〕
農業法人等が平成22年11月９日から平成23年６月24日までの間

に正社員として雇用した新規就業者に対して、農業生産技術や経
営ノウハウなど就農に必要な技術を習得させる研修を実施する場
合、研修に要する経費の一部を助成します。
〔お問い合わせ〕
本所営農センター 農業振興課まで TEL57－2357

５
月
６
日

企
画
会
議

５
月

日

上
川
中
央
部
内
部
審
査

10

総
務
部
（
～

日
）

13

５
月

日

第
２
回
理
事
会

31

５
月 「「

た
い
せ
つ
」の
あ
ゆ

「
た
い
せ
つ
」の
あ
ゆ
みみ
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平成23年５月16日たいせつ農業協同組合機構図
（兼）（兼）

内部監査員内部監査課内部監査室
西村 剛志利根川一朗課長前井 誠一室長

（兼）

高橋 茉祐助安 泉美小林 賢二総務係総務課総務部
利根川一朗係長利根川一朗課長前井 誠一部長

西原 美幸経理係
岡田真由美係長

（兼）（兼）（兼）

小林 賢二融資審査係融資審査課
利根川一朗利根川一朗

融資・経営相談係融資係融資課
遠藤 里江荻田 寛志係長辻 勝吉課長

（兼）（信用担当理事）

経営相談係金融部
辻 勝吉係長澤田 康彦部長

山本 彩加石黒八千代大山みどり貯金係貯金課
谷田 春美寺本 建係長浅田 正志課長金融部次長

主任主任平川 満
西川 博敏久木 健宏菅沼 篤共済推進係共済課

斉藤 和子加藤 誠係長伊藤 彰則課長

主任調査役
北田 茜中田 陽介後藤 正彦農業振興係農業振興課代表理事組合長

本瀬 賢司係長阿戸 伸一課長柿林 孝志
係長待遇

山本 透営農推進係営農推進課代表理事専務
吉本 要係長長田 良信課長営農部松原 剛志

営農推進課木下 正人部長
墫野美佐枝営農渉外係原 隆幸考査役参事

平川 千春係長営農部次長職員兼務理事
主任主任絹笠 浩寺﨑 正人

京免 則昭橋本 学池田 修米穀販売係
渡部久美子吉田 直樹辻 幸二係長

坂井 宏美西原 友明長谷川 誠青果畜産係農産販売課常勤監事
内藤 拓哉係長金塚 仁司課長栗本 幹夫

前田 未歩泉 直樹販売促進係
下村 祐一係長

主任本所資材店舗

山田 幸恵長田 勝幸上西 拓也生産資材係
小門 奈美谷口 尚宏係長生産資材課
主任鷹栖資材店舗松田 秀一課長

市川 弘美古川 卓山ノ内貴弘生産資材係
松原 正枝広瀬 敏係長

自動車販売担当メカニックセンター

栗田 澄恵合田 充希東鷹栖給油所燃料給油所係機械燃料課

主任川方 祐治所長柿木 輝雄課長購買部

本田 勉稗田 誠鷹栖給油所三浦 義昭部長
主任

河端 忍高橋 秀彰下野 淳自動車・農機サービス係

稲村真奈美三井 摂子平尾 悟仙波 浩之工場長
主任調査役（兼）

両瀬久美子谷口 昭英寺崎 信征自動車共済係自動車共済課
山田 智晴係長山田 智晴課長

渡辺 麻紀管理・融資経営相談係
嵯峨 聡係長

管理金融課
山田 円香阿部 幸恵作田 奈穂貯金共済係嵯峨 聡課長
村上 栄子小林 志麻工藤眞理子伊藤 仁章係長管理金融課
町出向

（青果担当）主任
安藤 諭考査役

晴披のり子平賀 英樹森 義幸営農・農業振興係鷹栖支所
佐藤 洋二係長大場 豊二支所長

係長待遇

中原 幸雄内藤 正樹施設・利用係営農施設課
柏倉 稔係長川田 寿之課長

５月16日付で機構改革を行い、それに伴う人事異動がありました。機構改革の内容については、下記のとおりです。

・営農部に営農推進課を設置し、組合員に出向く営農を実践
していきます

・米穀販売課と青果畜産課を統合し、農産販売課となります
・特産係を販売促進係とし、米を多岐に販売していきます
・新たに購買部を設置し、メカニックセンターは課として位
置付けます

・鷹栖支所の生産資材係は生産資材課の下に位置付けます
・支所に営農施設課を置き、施設全般を担当します
・金融部次長を置き、この２～３年で経営相談を重点的に行
います

・出向くＪＡを実践するため、営農部次長を置きます




